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昨
年
、
米
軍
普
天
間
基
地
の

移
殷
問
題
で
沖
縄
は
大
き
く
揺

れ
た
。
知
事
選
で
「
県
外
」
の
民

意
が
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
進
展
す
る
様
子
は
な
い
。

ヤ
マ
ト
の
一
般
の
人
々
や
各
都

道
府
県
の
首
長
に
、
沖
縄
の
基

地
負
担
に
つ
い
て
関
心
を
示
す

動
き
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

　
「
沖
縄
の
人
は
や
さ
し
い
し
、

甘
受
し
て
も
ら
お
う
。
も
う
基

地
問
題
は
終
わ
っ
た
。
後
は
日

米
合
意
に
沿
っ
て
辺
野
古
に
移

し
て
も
ら
う
」
。
内
閣
・
官
僚
の

現
状
認
識
だ
。
ヤ
マ
ト
の
人
々

も
米
軍
基
地
が
近
く
に
来
て
ほ

し
く
な
い
の
が
本
音
だ
。
有
事
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の
際
は
ま
ず
軍
事
基
地
が
標
的

に
さ
れ
る
か
ら
怖
い
。
日
本
は

米
国
と
対
等
な
民
主
主
義
の
国

家
の
は
ず
だ
。
今
年
は
市
民
レ

ベ
ル
か
ら
議
論
や
運
動
を
展
開

し
、
英
知
を
結
集
し
て
フ
ェ
ア

な
時
代
へ
歩
み
出
た
い
も
の
だ
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う

な
状
況
に
な
る
と
妙
に
「
琉
球

政
府
立
」
と
い
う
響
き
が
懐
か

し
い
。
そ
こ
に
は
「
自
主
独
立
」

の
可
能
性
の
選
択
肢
と
、
沖
縄

人
主
体
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
っ

た
か
ら
だ
。
米
軍
統
治
下
に
あ

っ
た
と
は
い
え
、
今
に
な
っ
て

「
琉
球
政
府
立
法
院
議
会
棟
」
が

大
切
な
沖
縄
史
の
「
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
」
と
し
て
思
い
出
さ
れ

る
。
市
民
の
保
存
運
動
が
展
開

さ
れ
た
が
、
当
時
の
県
政
の
取

り
壊
し
は
罪
な
こ
と
だ
っ
た
と

思
う
。
本
土
か
ら
来
る
観
光
客

壊/さﾉれた美術遺産
の
コ
ー
ス
に
入
れ
た
ら
、
ヤ
マ

ト
人
の
沖
縄
認
識
は
根
底
か
ら

変
化
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ

れ
こ
そ
ピ
カ
ソ
の
「
ゲ
ル
ニ

カ
」
に
値
す
る
も
の
だ
。
負
の
遺

産
と
し
て
、
広
島
の
原
爆
ド
ー

ム
に
類
す
る
世
界
に
発
信
す
る

　
「
美
術
建
築
物
」
だ
っ
た
の
だ
。

　
さ
て
、
ス
ト
レ
ス
指
数
が
高

ま
る
県
内
の
状
況
下
で
沖
縄
美

術
界
は
ど
う
反
応
し
た
か
？

情
け
な
い
話
だ
が
、
現
在
の
若

い
世
代
の
美
術
家
た
ち
は
政
治

的
な
テ
ー
マ
を
好
ま
な
い
よ
う

だ
。
現
状
に
反
応
し
た
個
展

は
、
数
人
の
年
配
の
ベ
テ
ラ
ン

美
術
家
の
み
で
あ
っ
た
。

　
状
況
（
政
治
）
に
無
間
心
な

傾
向
は
沖
縄
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
い
よ
う
だ
。
昨
年
、
雑
誌

　
「
広
告
」
1
0
月
号
に
戦
後
日
本

の
美
術
の
展
開
図
が
載
っ
た
。

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
女
性

美
術
家
の
台
頭
が
目
を
引
く
。

内
容
も
個
人
的
な
作
品
が
多

い
。
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
最
前
線

に
、
照
屋
勇
賢
と
高
嶺
格
、
柳

幸
典
の
３
氏
が
「
ひ
そ
や
か
な

政
治
性
」
で
く
く
ら
れ
て
い

た
。
現
代
美
術
の
メ
ジ
ャ
ー
シ

ー
ン
で
も
社
会
派
は
ほ
ん
の
わ

ず
か
だ
。

‘ 作
家
の
外
の
社
会

　
（
政
治
状
況
）
へ
の
関
心
の
薄

さ
は
、
内
向
き
な
日
本
社
会
の

状
況
と
無
関
係
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

　
今
年
は
①
沖
縄
の
現
実
②
軍

隊
の
存
在
理
由
③
生
命
―
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
脅
威
と
矛
盾
か

ら
放
た
れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
つ

け
だ
し
た
い
。
美
術
画
廊
の
立

場
か
ら
「
生
命
－
Ｗ
ａ
ｒ
」
の

テ
ー
マ
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

　
　
　
　
八
画
廊
沖
縄
代
表
）
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